
 

六甲高山植物園 牧野富太郎が和名をつけた 

神戸ゆかりの「アリマウマノスズクサ」が開花！ 
 

 

 
六甲山観光株式会社（本社：神戸市灘区 社長：寺西公彦）が運営する六甲高山植物園では、牧野富太

郎ゆかりの植物「アリマウマノスズクサ」が開花しました。  
 アリマウマノスズクサは六甲山に自生しており、昭和１１年に、日本植物学の父・牧野富太郎博士により六
甲山の北側（神戸市北区）にて発見、和名をつけられました。 
六甲高山植物園では、梅雨の時期にラッパのようなユーモラスな形の花を咲かせます。当植物園の 

アリマウマノスズクサは現在見頃で、７月上旬までご覧いただける見込みです。 
 また、現在開催中の企画展「牧野の足あと～博士と関西の仲間たち～」では牧野富太郎博士や同博士と
ともに採集に参加した細見末雄氏、岡博氏作成の植物標本を展示しています。  
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◆アリマウマノスズクサ（ウマノスズクサ科） 
山林中に生えるつる性の木本です。花には花弁がなく、長い萼がラッパ状

になって口が広がっています。花後の果実が、昔、馬につけられていた鈴に
見立てられて「馬の鈴草」です。 
昭和１１年（１９３６年）６月２１日、兵庫県有馬郡（現在の神戸市北区）で行

われた採集会で牧野博士は、参加者の一人が「オオバウマノスズクサ」だと
思って採集していた植物に注目し、すぐさま新種であると判断します。場所は
神戸電鉄の五社駅でした。その場で地元の名を冠して「アリマウマノスズク
サ」と名付けると、参加者一同はにわかに活気づき万歳三唱した、というエピ
ソードが残っています。（「兵庫県博物学会」会誌１２号より） 

◆リリースに関するお問合せ先 
六甲高山植物園 ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／ＦＡＸ：０７８－８９１－０１３７ 
住所：〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０  

◆営業概要 

【開園期間】開園中～１１月２４日(日) 【開園時間】１０：００～１７：００（１６：３０受付終了） 
【入 園料 】大人（中学生以上）９００円／小人（４歳～小学生）４５０円  
【駐車場】１，０００円（８月１０日（土）～１５日（木）：２，０００円） 【休園日】６月２７日（木）、７月４日（木）、１１日（木） 
六甲高山植物園 https://www.rokkosan.com/hana/ 

◆牧野富太郎（１８６２-１９５７） 
高知県出身の植物学者。独学で植物の知識を身につけ、植物分類学の研究に没頭。生涯で約１，５００

種の植物を命名し、「日本の植物分類学の父」と称されます。２０２３年の朝ドラ「らんまん」の主人公のモデ
ルです。 

画像：展示中のアリマウマノスズクサの標本。左から牧野富太郎氏、細見末雄氏（兵庫県立人と自
然の博物館所蔵）、岡博氏作成（個人所蔵） 

 

★２枚目 アジサイに寄生する植物「キヨスミウツボ」が開花！ 



 

六甲高山植物園 アジサイに寄生する植物 
キヨスミウツボが開花！ 

◆キヨスミウツボ（ハマウツボ科） 

日本では北海道～九州の山地の木陰に生え、カシ類、アジサイ類など
の樹木の根に寄生する植物です。高さは５～１０ｃｍで、どの根からも出て
くるわけではなく、条件があった限られた場所でのみ見られます。花色は、
他の植物に寄生して養分を得ているため、葉緑素がなく白色です。千葉県
清澄山で採集され、花がウツボグサと似ていることからこの和名がつけら
れました。開花後に花が黄色に変色するため、「オウトウカ（黄筒花）」とも
いわれます。兵庫県立人と自然の博物館の特任研究員である黒崎史平氏
によると「キヨスミウツボは寄生植物であるため、栽培が非常に困難で、本
来自然度が高い場所でしか見られない。六甲高山植物園でキヨスミウツボ
を観賞できるのは、本園が自然を活かした環境である事に起因しており、植
物園の中でも稀である。」との事です。 
当園に咲くキヨスミウツボは、６月末頃までお楽しみいただける見込みで

す。 

 
■開催中のイベント 「牧野の足あと ～博士と関西の仲間たち～」 概要 

 

 

 
                                                               
 六甲高山植物園ではコアジサイの見ごろと同時にアジサイに寄生する植物「キヨスミウツボ」が開花しまし

た。 

 キヨスミウツボは、山地の木陰に生育する寄生植物で、当園で栽培しているアジサイの根に寄生していま

す。梅雨の一時期にしか見られないため、希少な植物として来園者の注目を集めています。 
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協力：一般財団法人 神戸観光局・兵庫県立人と自然の博物館・高知県・日下義彦氏・森和男氏 

【開催日】開催中～８月１８日（日） 【時   間】１０：００～１７：００（１６：３０入園受付終了） 

本展では博士のドラマチックな生涯や数々の功績を紹介するほか、関西に残された直筆の書や手紙、

写真、標本などの貴重な資料を展示します。特に「結網帖」は、３つしか存在が知られておらず、大変貴重

なものです。 

また、博士の人生を知るすごろく風のスタンプラリーを園内のゆかりの植物で巡る「博士とてくてくスタン

プラリー」も同時開催。園内の８種の植物を巡りスタンプを集めると、オリジナルポストカードが完成。牧野

博士の等身大のフォトスポットも登場。植物初心者でも気軽に参加でき、牧野博士や植物に興味を持つき

っかけになるイベントです。 
 


